
‭（別紙３）‬
‭研修カリキュラム‬

‭研修名‬ ‭障害児保育‬

‭研修種別‬ ‭3.障害児保育‬

‭研‬
‭　‬
‭修‬
‭　‬
‭内‬
‭　‬
‭容‬

‭№‬
‭①個別研修名‬

‭（項目）‬
‭②定員‬ ‭③講師氏名‬ ‭④研修形態‬

‭⑤時間数‬
‭（分）‬

‭⑥実施日時‬ ‭⑦会場‬
‭⑧具体的な‬

‭研修内容‬

‭1‬ ‭障害の理解‬ ‭20人‬

‭フェリシア‬

‭こども短期大学‬

‭講師‬

‭森下 匡子‬

‭講義・演習‬
‭(オンデマンド)‬ ‭220分‬ ‭2024年6月15日‬

‭　～2024年7月19日‬ ‭オンライン‬

‭・障害のある子どもの理解‬
‭・医療的ケア児の理解‬
‭・合理的配慮に関する理解‬
‭・障害児保育に関する現状と課‬
‭題‬

‭2‬ ‭障害児の発達‬
‭の援助‬ ‭20人‬

‭フェリシア‬

‭こども短期大学‬

‭講師‬

‭森下 匡子‬

‭講義・演習‬
‭(オンデマンド)‬ ‭140分‬ ‭2024年6月15日‬

‭　～2024年7月19日‬ ‭オンライン‬ ‭・障害のある子どもの発達と援‬
‭助‬

‭3‬ ‭障害児保育の環境‬ ‭20人‬

‭フェリシア‬

‭こども大学‬

‭講師‬

‭森下 匡子‬

‭講義・演習‬
‭(オンデマンド)‬ ‭180分‬ ‭2024年6月15日‬

‭　～2024年7月19日‬ ‭オンライン‬

‭・障害児保育における個々の発‬
‭達を促す‬
‭　生活と遊びの環境‬
‭・障害のある子どもと保育者と‬
‭の関わり‬
‭・障害のある子どもと他の子ど‬
‭もとの関わり‬
‭・他職種との協働‬

‭4‬
‭障害児保育の指導‬
‭計画、 記録及び評‬
‭価‬

‭20人‬

‭フェリシア‬

‭こども短期大学‬

‭講師‬

‭森下 匡子‬

‭講義・演習‬
‭(オンデマンド)‬ ‭57分‬ ‭2024年6月15日‬

‭　～2024年7月19日‬ ‭オンライン‬

‭・地域の専門機関等との連携及‬
‭び個別の‬
‭　支援計画の作成‬
‭・全体的な計画に基づく指導計‬
‭画の作成と‬
‭　観察・記録‬
‭・個別指導計画作成の留意点‬

‭5‬ ‭家庭及び関係機関‬
‭との連携‬ ‭20人‬

‭フェリシア‬

‭こども短期大学‬

‭講師‬

‭森下 匡子‬

‭講義・演習‬
‭(オンデマンド)‬ ‭123分‬ ‭2024年6月15日‬

‭　～2024年7月19日‬ ‭オンライン‬
‭・小学校等との連携‬
‭・保護者や家族に対する理解と‬
‭支援‬

‭6‬ ‭1～5の演習‬ ‭20人‬

‭フェリシア‬

‭こども短期大学‬

‭講師‬

‭森下 匡子‬

‭ライブ‬
‭(グループ討議：‬

‭180分)‬
‭180分‬ ‭2024年7月20日‬

‭　9:30～12:30‬ ‭オンライン‬ ‭・少人数グループ討議・演習‬
‭・質疑応答等‬

‭※　④研修形態は講義、演習、グループ討議等の別を記載すること。‬
‭※　⑥実施日時は、講師による対面式研修又はｅラーニング研修（オンライン）で、ライブ形式の研修を行う場合に記載すること。‬
‭※　⑦会場は、受講者が研修受講する場所（保育所、自宅、○○ビル△階□□室等）を記載すること。‬


